
令和３年度 今宮工科高等学校 

第３回 学校運営協議会（定時制部会）（議事録） 

 

  日時  令和４年２月26日（土） 

  会場等 書面決議 

 

 １  令和３年度 学校経営計画及び学校評価(案)・・・資料① 

   ・2枚目以降の右側の自己評価欄を確認ください。ほぼ、目標は達成している。 

   ・1枚目の下段【学校教育自己診断の結果と分析】、2枚目の上段【まとめ】をご確認くだ

さい。（学校教育自己診断の結果は、以下の４にまとめています。） 

・以上の報告から、忌憚のないご意見をお願いします。 

令和４年度 学校経営計画及び学校評価(案)・・・資料② 

   ・いまだ新型コロナによる影響があるため、大幅な変更は行わず一部の数値目標を上方修

正するに留め、確実な学校経営をめざします。 

  （委員）分掌間の連携の数値が低いことに驚いた。コロナ禍での業務の困難な状況が数値に

表れていると感じる。 

      欠席率の減少等、先生方の努力がみられる。 

  （学校）形の見える連携は少ないと感じているが、少人数の教員体制では日々の業務の中で

気づかないうちに様々な業務連携を行っている。それが生徒の欠席率の減少、進級・

卒業率の向上につながっていると感じている。 

 

２ 学校の現状について・・・資料③ 

  ・【在籍数 進級予定・卒業予定者数等】については、年度末に数値が変動する可能性もあ

ります。 

  ・就職活動中の生徒は、学校紹介からハローワーク等による就職活動に変更する予定です。 

 （委員）進級・卒業生徒が多いに加え、進路確定者の多いことはよいことだと思います。 

 

３ 授業アンケート結果・・・資料④ 

  ・1年生のみ開講している「産業社会と人間」の結果が振るわなかった。前期に引き続き1

名の生徒が全ての科目で最低の評価をつけており、次年度以降、該当生徒に対し学校への

不満を解消することが課題であると感じている。管理職での授業見学も行ったが、大人か

ら見ると授業は非常によく研究されている内容でした。 

  ・今年度は「家庭」の評価も改善されなかった。コロナの影響により調理実習ができなかっ

たことも大きいと感じています。議事録 

  （委員）回収率、回答者数を教えてほしい。生徒数人の動向で先生方の日々の努力がジャッ

ジされる状況に教育現場の現代的な課題を感じた。 



  （学校）令和4年度第1回学校運営協議会で報告を行う。 

 

４ 学校教育自己診断結果について 

生徒用・・・・資料⑤ 

保護者用・・・資料⑥ 

  ・今年度、生徒・保護者の設問数に関して大幅な見直しを行い、より集中して回答できるよ

うにした。（設問数 生徒50⇒25 保護者45⇒25） 

  ・「よくあてはまる」「ややあてはまる」の肯定的回答の合計の割合が高いものから順に並

べています。 

 ・生徒の回答の下位3項目について 

  「学校に行くのが楽しい」 

R2年度69.0％ ⇒ R3年度74.5% 

  「授業で自分の考えをまとめたり発表する機会がある」 

R2年度47.0％ ⇒ R3年度58.8% 

  「学校のホームページをよく見る」 

R2年度46.0％ ⇒ R3年度37.5% 

  令和2年度は遠足・体育祭・修学旅行といった行事を全て中止としたが、令和3年度は修学旅

行を除き全て実施しました。また、1人1台パソコンにより自分の考えをまとめる機会が増えて

います。学校のホームページは緊急連絡に用いることが多く、日ごろの連絡は各担任が丁寧に

連絡しているため、数値は低いものとなっています。学校行事の写真等を掲載し、更新頻度を

上げることによって閲覧数は上昇する可能性もあり、今後検討していきます。 

 

 ・保護者の回答の下位3項目について 

  「学校の施設・設備は学習環境面で満足できる」 

R2年度83.0％ ⇒ R3年度58.3% 

  「学校のホームページをよく見る」 

R2年度57.0％ ⇒ R3年度50.0% 

  「この学校の授業参観や学校行事に参加したことがある」 

R2年度55.0％ ⇒ R3年度30.4% 

  令和2年度に「この学校の授業参観や学校行事に参加したことがある」と回答された保護者

は令和元年度以前の入学生徒の保護者であると考えられます。令和2年度の授業参観・体育祭・

文化祭は中止しており、令和3年度の体育祭・文化祭は実施したが保護者の来場はご遠路いた

だいたため、学校行事に参加できる環境はなく、1学年分、保護者の参加者は減少しています。

これにより、学校の設備を見る機会が少なく、満足を得られることができなかったと考えられ

ます。また、ホームページについては生徒の結果と同様であると考えられます。 

 （委員）生徒間の横のつながりの難しさが出ているのかもしれない。もっとも、横のつながり



が絶対に必要だとも思わない。そもそも孤立していった生徒を今宮工科が引き受け、

粘り強く学校に通わせ、社会関係を結んでいると思えます。 

 （学校）非常に大切なご意見をいただき感謝する。 

 

 

令和４年度 第１回学校運営協議会 

6月中旬 17:00 予定 

（改めてご連絡いたします） 


